研究会のお知らせ

（社）日本応用磁気学会　第7回化合物新磁性材料専門研究会

「磁気対称性に関連する諸物質・諸現象」

本研究会では、様々な物質系（磁性酸化物、人工超格子、分子磁性体など）を対象として、物質、構造、磁性、光物性など多彩な切り口から「磁性体の対称性」に関連する諸現象(電気磁気効果、非線形光学応答、光誘起現象など)の発現およびその機構の理解に関する研究を一線の研究者の方々に紹介していただく。専門外の方も含めて、皆様、奮ってご参加ください。
日時：平成１４年１２月４日（水）　１３：３０－１７：１５

場所：東京大学工学部6号館３階セミナー室A  [東京都文京区本郷7-3-1 （東京大学本郷キャンパス内）]

参加費：無料

参加申込：当日受付にて

プログラム（敬称略）：

座長: 木村剛〈東京大〉

13:30-13:40 「はじめに」

13:40-14:25  近桂一郎〈早稲田大〉「RMn2O5における反強磁性と強誘電自発分極の共存」

14:25-15:10  田辺行人〈東京大〉「６方晶YMnO3に於ける強誘電性ー反強磁性オーダーパラメーターのクランピング」

　休憩

座長: 寺崎一郎〈早稲田大〉

15:30-16:05  有馬孝尚〈ERATO, 筑波大〉「対称心のない磁性超格子における高調波発生」

16:05-16:40　井上克也〈分子科学研〉「無機ー有機ハイブリッドキラル分子フェリ磁性体の構造と磁性」
16:40-17:15　栄長泰明〈慶応義塾大〉「分子集合体を利用した光応答性分子磁性材料」

本研究会の最新情報は、http://go.to/newmag/にてお知らせします。

詳細は下記までお問い合わせ下さい。

〒113-8656　東京都文京区本郷7―3－1 東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻　木村　剛

TEL 03-5841-6840;  FAX 03-5841-8763;  E-mail: tkimura@ap.t.u-tokyo.ac.jp

本専門研究会に関して

「化合物新磁性材料専門研究会」は、10年間活動を続けて参りました「超電導マグネティックス専門研究会」を引き継ぎ、2001年４月に発足いたしました。研究の対象をひろげて、高温超伝導体、巨大磁気抵抗物質、ｆ電子系物質、磁性半導体、ナノ磁性体など新規な磁性を示す新物質全体をカバーしています。

